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３．政府出展の意義・テーマ等の検討
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政府出展の意義（案）

○日本古来の自然との関係性を踏まえ、現代における花や緑、農をはじめとする自然と人・社会との関係性に向き
合うとともに、日本の知識・技術を結集し、政策展開の方向性・幸福感が深まる社会を提示する場とする。

○多様化、複雑化する社会課題に対し、国の政策の潮流を踏まえた政府出展を実施することで、国の諸施策への理解、協力を
得るとともに、博覧会のテーマ理解を先導する。

○その際、分化した人と自然の関係性の総合化を目指し、2027年の先を見据えた、社会課題の解決の一助となる姿として示す。

○多様化、複雑化する社会課題に対し、国の政策の潮流を踏まえた政府出展を実施することで、国の諸施策への理解、協力を
得るとともに、博覧会のテーマ理解を先導する。

○その際、分化した人と自然の関係性の総合化を目指し、2027年の先を見据えた、社会課題の解決の一助となる姿として示す。

人と社会の健康・幸福に花や緑、農の存在が欠かせないこと（国土強靱化、生活の豊かさ、現実の交流 等）
自然共生等の日本で培われてきた自然観が、今後も新たな時代の取組の根底にあって有効であること
政策推進にあたり、花や緑、農が果たす多様な役割に対する国民や世界中の人々の理解・協力を得ること

○自然と人・社会との関係性の最適解のあり様を、花や緑、農が用いられた空間で表現する。

・人口減少、少子高齢化 ・自然災害の激甚化、頻発化 ・食料安全保障
・新型コロナウイルスの流行 ・デジタル化の急速な進展 ・地球環境問題の切迫 等

我々を取り巻く
課題の多様化・複雑化

・自然への畏怖、尊敬
・自然共生の考え方 等

日本で培われてきた自然観

・食料の供給
・防災・減災、気候調整
・生息・生育環境の提供、遺伝資源の保全
・景観形成、観光・地域振興、豊かでうるおいある生活 等

花や緑、農が果たす多様な役割
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政府出展の理念（案）

① 日本の暮らしを支えてきた自然観の再評価
日本の暮らしに深く根差している花や緑、農と人との関係と、古来から自然と対立する
のではなく、共生してきた日本の知恵や文化の価値を再評価する場とする。

② 花や緑、農、大地を礎とする日本の将来像の提示
日本に古来から受け継がれてきた知恵や新たな知識・技術を結集し、花や緑、農が
果たす多様な役割を基盤とする持続可能で幸福感が深まる社会や暮らしを、日本の
将来像として提示する場とする。

③ 自然と人・社会との関係性の最適解の具現化
本来一体的である自然と人・社会の関係性について、世界各地の生活文化・知識・
技術と交流しながら最適解を模索することで、花や緑、農と生きる幸せな風景を人々
が個々に想起し、気づきを得る場とする。



・花や緑のある新たな暮らし
（ホームユース・プラントセラピー等の花・緑の効用、

特殊緑化、観光 等）

政府出展テーマの検討

・みどりのチカラを活かした社会課題の解決と新しい暮らしの提示
テーマの要素

・デジタル化等による効率的な整備、維持管理（BIM/CIM、3D都市モデル 等） ・水資源の有効活用（下水処理水、雨水活用 等）
・今後の国土像の提示（コンパクト＋ネットワーク 等） ・最先端技術、自然配慮の土木施工（無人化施工 等）

基盤
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①日本の暮らしを支えてきた自然観の再評価

②花や緑、農、大地を礎とする将来像の提示

③自然と人・社会との関係性の最適解の具現化

・植物を使った新技術・素材
（CNF 等）

・全ての人や物が
ストレスなく自由かつ
安全に移動できる空間

（ユニバーサルデザイン 等）

・再エネや木造建築物等を活用したカーボン
ニュートラル、カーボンマイナスな暮らし

（LCCM、ZEH、IoT住宅、CLT活用 等）

生活 生産・環境融合

・自然と共生した住環境
（ガーデニング、

バイオフィリックデザイン、
木造建造物 等）

・花と緑の伝統文化（いけばな、茶道、盆栽、日本庭園） ・緑や農が果たす防災・減災機能（グリーンインフラ、国土の保全、水源の涵養）
・自然が育む文化（各地の多様な農業や食文化、祭事等の農村文化、借景等の庭園技術）・人と自然の共生（里山、棚田、入会地）
・資源循環（里山、肥料、水循環） ・環境教育 ・季節感の提供（暦、二十四節気、七十二候）

「農村」×「都市」、「生産」×「消費」、
「屋内」×「屋外」、「仮想」×「現実」

花や緑、農による融合

・自然を活かした農業（有機農
業、国内資源の循環利用 等）

・食を支える新たな農業
（スマートグリーンハウス、スマート

フードチェーン 等）
・生活での農との関わり

（都市農業、市民農園、エシカル消費 等）
・カーボンニュートラル、省力化など
の新たな農の姿（スマートグリーン
ハウス、データ駆動型農業 等）

・生態系を活用した
防災・減災

（グリーンインフラ・
流域治水 等）
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政府出展テーマの検討

みどりのチカラを活かした明日の暮らし
調和に実る未来の風景

■テーマの例

■テーマ設定のためのキーワード

調和／融合／統合／総合

ここちよさ／しなやかさ／幸せ

実る／深化する／模索する／導出する／寄り添う

明日／未来

政府出展の意義、理念等を包含し、端的に伝えるための「テーマ」を設定する。
テーマ案は、本日及び検討会における議論を通じ、次回の懇談会で提示する。

風景／暮らし

Re Green
Designing Green SocietyGreen Society2.0

植物とともにある幸せ
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４．本日の議論について



検討にあたっての基本事項
■位置

博覧会会場区域の東側エリアにおける出展エリアが確保されているが、博覧会の会場計画や政府出展の
展示内容等を踏まえ、展示区域を決定。

政府出展用に
確保されたエリア
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出典16 -1）



原則仮設物による出展とし、閉会後は現状復旧の上、返還。
庭園等の一部施設をレガシーとして将来に継承する場合には、横浜市等の関係機関と調整が
必要。
元々の土地が持つポテンシャル（地形や位置等）を重視し、大切にする出展（即地的な出展）
とする。（例：東側エリアの和泉川源頭部、市民の森の近傍地）
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検討にあたっての基本事項
■事業規模

■その他

過去の国際博覧会における政府出展の事業規模（行催事・広報費含む）を踏まえ、今後
精査予定。

出展面積 来場者数 事業費
1990年
大阪花の
万博

政府苑 広場庭園:約27,000㎡
建築 :約 7,900㎡

約770万人 約102億円
（建設費約65億円

運営費約37億円）
2005年
愛知万博

長久手日本館 建築 :約 4,800㎡ 約308万人
約246億円

瀬戸日本館 建築 :約 1,200㎡ 約 69万人

・過去の博覧会の例

出典17 –2）

出典17 -1）



国の政策の潮流を踏まえつつ、今後の政策展開を牽引する
政府出展のあり方

本日の議論について
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政府出展の方向性を決める、政府出展の意義・理念・
テーマの視点や考え方

「政府出展計画検討会」において基本計画の具体的な
内容（空間・施設、展示、運営のあり方）を議論する
ための視点
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出典一覧

出典3-1）「２０２７年国際園芸博覧会基本計画案（令和４年７月時点）」（（一社）２０２７年国際園芸博覧会政府出
展計画協会）を基に作成

出典4-1）「２０２７年国際園芸博覧会基本計画案（令和４年７月時点）」（（一社）２０２７年国際園芸博覧会政府出
展計画協会）を基に作成

出典4-2）図：横浜市HPより https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/seisaku/torikumi/engeihaku/kihonkousou.html

出典6-1）「２０２７年国際園芸博覧会基本計画案（令和４年７月時点）」（（一社）２０２７年国際園芸博覧会政府出
展計画協会）を基に作成

出典16-1）「２０２７年国際園芸博覧会基本計画案（令和４年７月時点）」（（一社）２０２７年国際園芸博覧会政府
出展計画協会）を基に作成

出典17-1）「国際花と緑の博覧会政府出展報告」（建設省・農林水産省）を基に作成

出典17-2）「２００５年日本国際博覧会政府出展報告」（経済産業省）を基に作成


